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バ
ー
カ
ー
ド
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い

個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
な
い
ほ
か
、偽
造
防
止

の
た
め
の
様
々
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
安
心
を
。

　
ま
た
、市
役
所
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
来
な
く
て
も

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
、市
で
は
出
張
申
請
受

付
も
実
施
し
て
い
ま
す
。来
る
12
月
6
日（
日
）

の
朝
10
時
か
ら
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
伊
祖
店
で
行

い
ま
す
の
で
、お
買
い
物
つ
い
で
に
申
請
で
き

ま
す
。さ
ら
に
、最
寄
り
の
自
治
会
で
も
出
張

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。ご
希
望
の
自
治

会
は
市
役
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
お
り
、市
役
所
に
行
か
ず
に
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
等
で
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

国
の
方
で
も
今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
と一体
化
し
て

い
く
計
画
で
す
の
で
、い
ず
れ
は
市
内
だ
け
で

な
く
全
国
ど
こ
に
行
っ
て
も「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
が
便
利
で
お
得
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
！
」と
な
り
ま
す
。こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
の
コ
ロ
ナ
禍
は
私
た
ち
の
生
活
に
凄

ま
じ
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。
個
人

の
健
康
や
衛
生
意
識
、そ
し
て
、企
業
の
働
き

方
や
社
会
全
体
の
産
業
構
造
に
至
る
ま
で
大

き
な
変
化
を
強
制
し
て
い
ま
す
。も
は
や
コ
ロ

ナ
前
の
世
界
へ
全
て
が
戻
る
と
考
え
る
方
が

難
し
い
で
す
ね
。な
ら
ば
こ
の
巨
大
な
変
革

圧
力
を
逆
に
前
向
き
に
捉
え
る
チ
ャ
ン
ス
に

し
た
い
も
の
で
す
。そ
こ
で
、浦
添
市
も
行
政

の
あ
り
方
を
見
直
し
、ま
ず
は
徹
底
的
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
図
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
す
。導
入
時
に
は
い
ろ
い
ろ
論
争

の
あ
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
し
た
が
、コ

ロ
ナ
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
普
及
し

て
い
れ
ば
、コ
ロ
ナ
対
策
だ
け
で
も
あ
れ
程
の

膨
大
な
予
算
と
時
間
と
労
力
を
行
政
と
し
て

使
わ
ず
に
済
み
、よ
り
必
要
で
効
果
的
な
政

策
に
集
中
投
下
で
き
た
の
に
、と
悔
や
ん
で

い
る
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
、来
年
の
令
和
3
年
を「
浦
添
市
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
イ
ヤ
ー
」と

位
置
づ
け
て
、全
庁
的
に
徹
底
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
る
方
が
便
利
で
、お
得
で
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
。そ
ん
な
政
策
を
来
年
1
年

間
実
施
し
て
い
き
ま
す
。現
在
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
か
ら
の
ネ
ッ
ト
申

請
や
市
役
所
市
民
課
で
も
申
請
の
お
手
伝
い

を
し
て
お
り
ま
す
が
、交
付
ま
で
に
約
1
か

月
程
度
の
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
の
で
、ま

だ
持
っ
て
い
な
い
方
は
お
早
目
に
お
手
続
き

を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。マ
イ
ナ
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か
？
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外国人と日本語で話そう Talking to foreigners in Japanese

浦添市ハーモニーセンターで１０月から始まった「外国人
と日本語で話そう」異文化交流講座は計８回の開催を予定し
ています。久しぶりに参加ができた講座ですが、外国人と日
本人が笑顔で話し合える風景を見れて安心しました。参加
者は、日本語学校に通っている人やほとんど日本語が話せ
ない人もいましたので、言葉の言い換えやジェスチャー等
色々な方法でコミュニケーションをとりました。
　去年も同じような講座を予定していましたが、なかなか参
加者が集まらず中止になってしまいました。ちょっとリベンジ
したい気持ちもあったので、新型コロナウイルスの問題が
ありながら開催ができたことが嬉しいです。今回は防災や健
康、税金等、生活における身近なテーマを使ってお互いに話
し合える場面が設けられました。私も日本語が話せる外国
人の目線から、外国人が理解できそうな表現や「やさしい日
本語」を利用しつつ会話ができました。
　実際に参加者に聞いてみると、講座への感想は「面白い」、
「ためになった」などの評価がありました。しかし、日本人同
士の話すスピードが速くて、聞き取れないところがあったり、
単語が難しかったり分からないこともあるため、会話が成立
しないときもありました。だれでも日本語が話せるような環
境づくりは難しいですが、まったく通じないことはないので
色々な工夫や調整をしながら頑張りたいと思います。

　An 8-session workshop for speaking to foreigners in 
Japanese started in October at Harmony Center. This 
was the first workshop I had gone to in a while, so I was 
happy to see foreigners and Japanese getting along. 
Because some foreigners went to Japanese language 
school while others could not speak much Japanese, we 
had to use easier words and gestures to communicate 
with each other.
　A similar workshop was planned last year, but did not 
take place since not enough people applied. So this year, 
we tried again and thankfully were able to hold the 
workshop despite the pandemic. This year’s workshop 
uses themes like disaster safety, health, and taxes as 
conversation topics. Since I am a foreigner who can 
speak Japanese, I was able to use phrases and Yasashii 
Nihongo to talk with others.
　When I asked the foreign participants, they said that 
the workshop was “interesting” and “helpful.” They also 
said that Japanese conversation was too fast and hard 
to hear. Other times, difficult words they could not 
understand were used making communication difficult. 
Trying to create an environment where anyone can 
speak in Japanese is hard, but not impossible. I think we 
just need to tweak our approach and be patient.
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大
おおみね

嶺 羽
う ゆ

優ちゃん （6か月）前田在

天使の
ほほえみ

パパと同じうーまくーに　なりまーす！

もうすぐ保育園、楽しもうね♡

名
な か

嘉 康
こ う が

芽 ちゃん（５か月）西原在根
ね ほ

保 空
そらみつ

光 ちゃん （１か月）西原在

　　 　　　

・だし汁 ………… 800ml 
・豚肉 …………… 80g
・にんじん ………小1本
・大根 ……………厚さ3cm
・しめじ ………… 1/2パック
・ささがきごぼう(水煮)
 ………………… 1/2パック
・青ねぎ ………… 1/2束
・大豆(缶) ……… 1缶
・みそ ……………大さじ4
※塩分30％カットの減塩みそを使用

①豚肉を食べやすい大きさにカットし、に 
　んじんと大根は2～3㎜のいちょう切り
　にする。しめじは石づきを切り落とし2
　～3cmにカットする。青ねぎは小口切
　りにし、大豆は木べら等で押しつぶす。
②鍋にだし汁とにんじん、大根、ごぼうを
　入れる。根菜に火が通ったら、豚肉、大
　豆を入れる。全てに火が通ったら、みそ
　で味を整えて最後に青ねぎを散らして
　できあがり。

材料（4人分） 作り方

日本各地の郷土料理 呉
ご

汁
じる

身体を芯から温めます！！

レシピ提供：いきいき高齢支援課 栄養士　諸
もろ み ざ と

見里 朱
あ や こ

子

　いつものみそ汁に大豆をプラスすることで、
たんぱく質、カルシウム、鉄分など栄養価が
アップし、よりまろやかな味になります。また、
乾燥大豆ではなく、あらかじめ処理がされて
いる大豆缶を使用するのがポイントです。とて
も柔らかいのでビニールに直接入れて、手で
もみほぐしても簡単につぶれます。

栄養成分表示（1人あたり）
エネルギー75㎉／たんぱく質
8g／脂質2g／炭水化物7g／
食塩相当量0.7g

マイナンバー
カードの
申請方法は
こちら

▲もちろん私も持っています！




